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インドネシア スンパ島における Nαutilusの漂着
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Nautilusρomρilius Drifts on the Northeast Coast 

of Sumba Island, Indonesia 

Yoshiaki MATUSHIMA 

Summary 

During one of the overseas scientific research projects "Sea level changes in the 

Pacific and the Indian Oceans", we had an opportunity to collect more than 170 post 

mortem drift specimens of Nautilusρomρilius on th巴northeastcoast of Sumba Island, 

Indonesia, in August 1989. Here the occurrence of the drifts from this shore as well 

as the ecological characteristics of thes巴 specimensare r巴ported with a short note 

on the distribution of dead Nautilus shells in the environs of Sumba Island. This 

report is the first record on the Nautilus drifts around Savu Sea. There has been 

very few reports of occurrence from Flores Sea, Savu Sea and Timor Sea between Java 

Island and Timor Island. 

Th巴 driftswere found above the pres巴nthigh tide level and are thought to have 

been thrown up on the b巴achby high surfs with strong winds. The time of drifting a 

shore seems to range from fairly early to very late on the basis of degree of damage 

of the specimens. Detailed description of the state of th巴 damageis given in this 

paper. The supposed long range of the time suggests that the people of this island 

had not any interest with Nautilus sh巴lls. The average distribution density is one 

specimen for about 12m along shoeline. This shows the densest value, about twice 

of the one at Ko Tautao Island, Thailand, reported in 1965. The diameter of the drift 

shells ranges from 2. 5 cm to 22. 5 cm. The average size of the adult shells is larger 

than that of N.ρomρilius in the middle Pacific and corresponds to that of N. belau『

ensis in Palau. This may be noteworthy. 

1. はじめに

1989年8～ 9月にかけて行われた 1989年度海外学術調査「太平洋とインド洋における海面変

動の研究」 （YoNEKURA,1990）の際，イ ンドネシア・マレーシア調査班の一行（米倉伸之 ・杉村

新 ・茅根 創 ・松島義章〉は，これまでNautilusv.こ関する記録が全くなかったインドネ シアの

スンパ（Sumba）島において数多くの漂着したNautilusρomρiliusを発見し採集した。それは
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図1 インドネシア 小スンダ列島の Sumba島における漂着Nautilusの産地（￥印〉

Sumba島東北海岸の Petawang,Maoedjawa, Manangamihi, Maoedoeloengそして Mondoe 

の5地点で採集したもので，個体数が 170（闘を超えている。その中には殻長が約2.5CDIの未成熟

殻から殻長 22.5CDIの成熟殻にいたる一連の大きさを示す版本が含まれている。採集にあたって

は， Nautilus漂着の分布密度を調べる目的で綿密に採集を行った。また海岸における漂着の位

置，高さ，漂着状態などについて観察し，特にPetawang,Maoedoeloeng, Mondoeで‘は漂着海

岸の地形断面図を作成した。

本稿では野外における観察内容を詳しく記載することとした。なお採集した標本は今後に本

格的な調査研究を行うため，現在Bandungの第四紀研究所に保管されている。

2. Sumba島に見られる漂着 N.pomρiliusの分布密度

Sumba島は小ス ンダ列島の中西部に位置し，その東北海岸は小スンタ列島の内海であるSavu 

海に面している（図 1〕。特に東北海岸は熱帯海洋性サノーンナ地域に属し著しく乾燥していて，

谷と海岸沿いに濯木の緑がわずか見られるだけの貧弱な植生で， 荒涼とし， まばらな枯草か風

化岩石の地肌よりなる数段の段丘地形が広がる（H ANTORO et. al., 1989）。調査した 5地点のう

ち Petawang,Manangamihi, Maoedoeloengが南北に， Maoedjawa,Mondoeが東西方向に

ほぼ直線的な砂浜海岸となり，特に Manangamihi,Maoedoeloeng, Mondoeでは数lOOm沖合

に現生のサンゴ礁が見られる。各地点で明らかになった測定値は下記のようである。

調査地点 調査範囲 採集個体数 平均密度（m／個体〉

( 1) Petawang 400m 26個 15.3m 

( 2) Maoedjawa 200m 61匿｜ 33.3m 

( 3 ) Manangamihi 200m 22個 9.0m 

( 4 ) Maoedoeloeng 800m 86個 9.3m 

( 5) Mondoe 500m 36個 13.8m 

Sumba島における漂着 Nautilusについては，現地の人々は全く関心がなく放置されていて，
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図2 Sumba島東北海岸のPetawangにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図

（ロは島最大のII町，地形断面は米倉 ・茅根両氏測:flt)
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図4.Waingapoe上空から見た Manangamihiの海岸（杉村氏撮影〉

海岸に見られる殻の保存状態や分布から判断して，人為的に採集されることがなくほとんど自

然、の状態で残されていたとみなすことができる。この様な条件にある東北海岸の漂着Nautilus

の分布状態は，各地点ごと計算の上では直線距離にして約33～9mに1個体としづ漂着殻分布

の平均密度（rn／個体〉が得られた。全体では約 12rn kこ1個体という漂着殻分布を示す。浜田

〔1965), ToRIYAJ百Aet. al. (1965）によるとマレ一半島西海岸の KoTautao島では約 25rnに

1個体という平均密度（rn／個体〉が得られており，これに比べると Sumba島は約12rnに1個

体で， 二倍以上の値となり大変高い密度の分布を示す。 次に各地点ごとに漂着殻の分布状態を

検討してみる。

( 1 ) Peta wangはWaingapoeから約55km南東に位置し，今回の調査地点で、は最も東である。

ほぼ北西一南東方向に直線的な砂浜海岸である。調査範聞は約400mであり，この海岸の地形断

面を図 2vこ示す。平均海面から高潮位面の聞にはヒーヲ一戸ック（海抜約40～lOOcm）がわずかに

形成されており，幅約30mの砂浜は海抜約 3mまで発達する。その後背地は僅かな濯木と主に

ツキイゲ csρinifexlittoreus〕 の群落からなり， 1～2 rnの凹地もって再び海抜3～4rnの

平坦面が広がっている。漂着Nautilusは，高潮線（HHW）よりかなり上方の後浜頂面とツキ

イゲの群落との境界線から背後の群落の中にほとんどが点在する。特に後浜頂面とツキイゲの

群落との境界線付近に集中する。ここでは多量の流木， 軽石などと一緒にイカ類の甲片やトグ

ロコウイカ csρirulasρirulα〉が寄せ集められていて，その中にNautlusが見られる。これ

等は強風に伴う高波によって打上げられたものと考えられる。 そして境界線から陸側に3～ 5

mまでは比較的多くの個体が，そらにその背後の 5～10m前後まで数が少ないながらも点在す

る。これらツキイケ、の群落中のNautilusにはかなり砂に埋まり，殻が破損し，さらに殻の色斑

が退色し，漂着後相当に時間を経過したと見られる殻も目立つ。それらの分布範囲は丁度群落
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図5.Sumba島東北海岸の Maoedoeloengにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図

（地形断固は茅根氏・松島測量〕

の凹地の底までである。一方高潮線から上方の後浜頂而までの聞では3個体が見られた。その

中の 1個体は1989年 8月26日早朝の満潮で打上げられたものであり， 漂着Nautz・lusのかたわら

には生きているオニホネガイの一種 （Murexsp.）や海草の破片が見られた。 他の 2個体はこ

れより高い位置で殻の一部が砂に埋もれていた。採集された個体数は 2611自であり、その中には

殻長が約 2.5 cmの最も小さな Nautilusが含まれる（以上，図 3，区IS参照〕。

( 2) MaoedjawaはWaingapoeから約35km南東に位置する。東西方向に直線的な砂浜海岸

であり，調査範囲は約200mである。ここでは6個の漂着Nautilusが得らわした。その中の 1個

体は 1989年 8月26日早朝の満潮で打上げられたもので，他の 5個体は後浜頂面と ツキイゲの群

落との境界線付近から陸側へ約 3mまでの範囲に点在していた。

( 3) Manangamihil土Waingapoeから約lOkm北に位置する。南北方向に直線的な海岸で〔図

4）サンゴの巨擦が多く打上げられており，その前面にはlQOm以上にわたって現在のサンゴ礁

が発達する。調査範囲は約200mである。漂着Nautilusはいずれも後浜頂面と ツキイゲ群落と

の境界線付近に打上げ掃き寄せられた堆積物の中， さらに境界線から陸側に約3～ 5mまでの

群落中に点在していた。それより離れた陸側では，漂着殻を見つけることができなかった。ここ

での Nautilusの殻は，他地点のものに比べて住房部分の破損が目立ち，後浜にサンゴの際が

多量に打上げられていることと調和している。採集された個体数は22個であり，その平均密度

(m／個体〉が 9.0mとなり，調査地点の中で最も高い値を示す。

37 

( 4) Maoedo巴loengはWaingapo巴から約15km北に位置する。 Manangamihiから北に続く

南北方向に直線的な砂浜海岸である（図 9- 1）。調査範囲は約800mと今回の調査地点の中で

最も長い。この海岸の地形断面を図 5に示す。幅約30mの砂浜海岸の前面には，幅約200mの礁

池を隔てて現在のサンゴ礁が発達する。平均海面付近には高海面期に生息していたと判断され

るハマサンゴ （Poritessp.）のマイクロアトールとオオジャコカイ （Tridaconagigas）の

化石遺体が分布する。採集された個体数は 86個であり， 調査した 5地点の中で最も多い個体

が得られた。その漂着殻の平均密度〔m／個体〕は 9.3mとなり， Manangamihiとほぼ同じ値

を示す。木地点もこれまでの地点と同様に， 後浜］頁面とツキイゲ群落との境界線付近の打上げ

掃き寄せられた堆積物の中に集中する。そして境界線付近から陸側に約2～5mまではまだか

なりの殻が点在し，数は少ないが 8～ 10mまで飛ばされてきている。特に小さな川が流れ込む
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図6.Sumba島東北海岸の Mondoeにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図

（地形l断面は茅根氏 ・松島誤lj量〕

河口（＇l!Z::ltJJは河水が全くなく陸側に向かつて凹地となる〉は，砂浜ーがかなり急傾斜で陸側に向か

つて低くなる。ここには著しく強し、高波によって打上げられ，運び込まれた多量の流木と共にイ

カ類の甲）十やトグロコウイカ， さらに Nautilusが数ケ所で2～3個重なり合って漂着してい

た。その中には殻の全く破損していない完全個体が3個もあり，殻長 22.5 cmの最大の個体も含

まれていた（図9-4〕。一方砂浜ーでは1989年8月27日早朝の高潮線より高い位置に4個のNa-

utz・lusが砂に埋ま っていた。これらは比較的最近に漂着したものであろう。

( 5) Mondoeは Waingapo巴から約 20km北に位置する。東西方向に直線的な砂浜海岸であ

り，調査範囲は約 500mである（区J9-2）。ここでは361図の漂着標本を採集した。その平均密

度 （m／個体〉は 13.3mとな り， Mao巴doeloengに次いで漂着密度が高し、。この海岸の地形断

面を図 6に示す。ここでも平均海聞から高潮位面の聞にはビーチロック（海抜約40～12ocm〕が

わずかに形成されている。砂浜は20m前後と他の海岸より幅がやや狭いが，後浜は海抜約 3m

まで発達する。後背地のツキイゲ群落は上述の4地点に比べてかなり貧弱で発達が良くなし、。

したがって海浜砂が相当に飛ばされてきている。 36f闘の漂着標本の中で2個の殻は，高潮線か

ら上方の後浜頂面までの聞に埋ま っていた。ここでも大部分の殻は後浜頂面とツキイゲ群落と

の境界線付近に掃き寄せられた堆積物の中に見られる。そして境界線から陸側に約 2～5mま

ではまだかな り存在し， 数は少ないが Sm付近まで点在する。ここでの特徴は約2～ Smまで

に存在する殻は， かなり砂に埋もれていでしかも殻の色斑が相当退色していたり， 殻の破損の

大きなものが目立つ。このような殻は漂着後かな り時聞を経過していると見ることができる。

以上が（1）～（5）地点で見られた漂着した Nautilusの観察記録である。

3. Sumba島の漂着 N.ρomρiliusの特徴

今回 Sumba島東北海岸の 5地点より採集された漂着の N.ρomρiliusは176個に達した。そ
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図7.現生 Nautilus類の生息地とその分布域（HousE,1987のFig.. 3) 

れらの殻の大きさでは，殻長が約2.5cmの未成熟殻から殻長22.scmの成熟殻にいたる一連の大き

さを示す。その中で殻長 18Cmを越すものが比較的目立ち， 2QCill以上の大きさとな った殻の完全

標本の 3個が含まれる。このような殻の大きさのみから大胆に見ると， Sumba島の漂着個体は，

広く 中部太平洋に分布するNautilusρomρili us c例えばSAUNDERS,1987; HousE, 1987; TAN ABE 

et. al. 1987〕よりも SAUNDERS(1981〕が記載した PalauのNautilusbelauensisに対応する

大きさとなっていると考えられる。一方， 殻長が約5Cill以下2.5Cillまでの個体は，それ以上の大

きさをもつものに比べてごく 僅かであるが，漂着している。その中で最も小さな約2.5cmの幼殻

は， Petawangで採集したイ凶作~で，騎孔がまだ閉塞せずわずかに開孔する 。 その殻の損傷の様子

は，住房部の大部分が破損して，浜田(1965）の示すNautilus漂殻の等破領頻度曲線図に合わせ

るとほぼ90%の破損頻度範囲にあたる。そ してこの幼殻の真珠光沢を示す住房の内側表面には，

径約 1凹のウズマキコカイが22個も付着していた。漂着したいずれの個体も図 9-3で明らかな

ように多少とも破損しており， 著しいものでは殻の内側の隔壁がすべて破損して隔房部の芯だ

けのものも見られる。殻の外側表面には色斑の退色や剥維のほとんど見られない鮮やかな個体

から，すっかり白色に退色あるいは内側の真珠層まで露出した個体まである。また，住房の内

側表面にはカキ， コケムシ， ウス‘マキゴカイ， カメノテ， フジツボ類などの付着動物が認めら

れる個体もかなり見られる（図 9 6〕。このように Sumba島の漂着Nautilusには， どの殻を

見てもーっとして同じ状態のものはなく ，変化に富んだ漂着標本であることを示す。 したがっ

て， これらのNauti・lusは，かなり近い生息地からもたらされ，漂着後直ぐのものと，かなり時

聞を経過したものとが混じりあって漂着遺骸群を構成していると考えられる。

4. Savu 海と Nαutilusの分布

小ス ンダ列島に見られる Savu海は，列島の中部に位置し，北に Flores島～ Alor島，東に

Timor島，西にSumba烏に挟まれでほぼ二等辺三角形をした内海である（図 2〕。内海にして

は大陸棚の発達が著しく悪く，大部分が水深1,ooomを越す深さを有する海底で占められ独立し

た形をとり，インド洋とはSumba島～Seba島～ PuluaRoti島との間でつながっている。これ
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図s.p巴tawangにおけるNautilus漂着の煉子 1：後浜頂而付近に漂着ーしたNautilus, 2：多量の流木

とー諸に漂着した新鮮な状態のNautilus,3：後浜頂面背後のツキイゲ（Spinifexlitto何 日s）の群

落中に見られる漂着Nautilus, 4 ：軽石と一緒に漂着した最小（殻長約 2.5 c皿〕の Nautilus,5 : 

ゴパンノアシ （Barringtoniasp. ）の種子と一緒に漂着した Nautilus, 6：後浜頂面付近に漂着

したトグロコ ウイカ （Spirulaspirula) 
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図9. 1: MaoedoeloengにおけるNautilus漂着海岸， 2:MondoeにおけるNautilus漂着海岸， 3:Sumba 

島東北海岸で採集された漂着Nautilus,4: Maoedoe!oengにおけるツキイゲ群落中に重なり合っ

て見られる完全な状態の漂着Nautilus,5: Mondoeにおける後浜頂面付近の砂に埋まる漂着Na-

utilus, 6：漂着Nautilusの住房の内側表面に付着するカキ類（Ostrea sp.) 

41 
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までこのSavuwにおいて， N'!Utl・！usの生息あるいは漂着に関する記録は全 く無し、（HousE,19 

87 Fig. 1, 3）。ただ浜田によればN. ρomρ1・liusの生息可能な範四として図示されている CR~－

MADA, 1977, Text fig. 4, HAMAIコA,1981, Fig. 3〕。これは Savu海が広い大陸棚からなる Java

海と異なり， Nauti・ ！ usの ~I乙旬、にと って十分な水深のある海であることも重要な要因となってい

る。最近Nρomρiliusの生息深度について詳しい研究がなされ，例えば HAYASAKA et. al. (19 

82〕， HAYASAKA(1985), HAYASAKA et. al. (1987）などによると N.pomρiliusは， Philippinesて、は

水深約80～525m, Fijiでは水深約360～550mの海底で生息することが明らかにされている。こ

の点て、はSavu海はN ρomρ1・liusの生息に 卜分な環境を備えている。それではSavu海あるいは

Sumba島を含めた小スンダ列島周辺地域における Nautilus1こ関する記録を， HAMADA(1977) 

の図 3と HousE(1987）の図 1から検討してみるとどうなるであろうか。この地域に最も近い

N.ρomρiliusの生息地は， Sulawesi島と PapuaNew Guineaとの聞のBanda、海だけである。

一方漂着の記録はBanda海沿岸の島 ，々 Arafura淀，Malacca海峡，イ ント洋の Christmas島，

Cocos島である。そのほか種類は明らかでないがNautilusの生息地としてオーストラリア北西

岸のJosephBonaparte湾， EightyMile Beach海岸があげられる。なおN.pom戸liusとは別

種のN.stenomρhalusはJavaのMadura島，Panaitan島から得られているのみである。 この

ように Savu海あるいはSumba島を含めた周辺地域では，これまでNauti・！usが全く知られて

いなかった。 したがって，今回の Sumba島東北海岸の調査によって 5地点から採集された漂着

Nautilus 176個は，Nautilusの漂着に関する最初の記録であり， Sumba海におけるNautilus

の生息に関しても有力な情報を提供するものと考えられる。

5. ま とめ

1989年 8月インドネシアの小スンタ列島 Sumba島東北海岸で発見採集された漂着 Nautilus

は，Savu海をはじめこの地域で得られた Nautilusの漂着に関する最初の記録である。その漂

着は後浜頂面とツキイゲ csρinifexlittoreus）群落との境界線付近の打上げ掃き寄せられた

堆積物の中に集中する。そして境界線から約8～ 10111陸側まで点在する。これ等は強風に伴う

高波によ って打上げられたものと考えられ， いずれの個体も多少とも破損しており， 著しいも

のでは殻の内側の隔壁がすべて破損して隔房f3'[lだけのものも見られる。これら漂着Nautilusの

分布状態は， 直線距離にして約12mtこ1個体という漂着殻分布をしめす。これは浜田 (1965),

ToRIYAMA et. al. (1965）によるマレ一半島西海岸の KoTautao島での漂着殻平均密度〔m/

個体〉に比べて， 2倍以上の値となり大変高い密度の分布を示す。標本の殻長は約2.5cmの未成

熟殻から殻長 22.5Cmの成熟殻にいたる一連の大きさをなす。この殻の大きさから見ると 中部太

平洋に広く分布するN.ρomρilz・usよりは， PalauのNautilusbelauensz・sに対応する大きさ

を示し注目に値する。

以上のような漂着状況と殻の形態から判断して，Sumba島東北海岸に漂着したN.pomρilius 

は， 前面に広がる Savufwに生息していたものが打上げられ漂着遺骸群となった可能性が極めて

高い。今後は今回収集した資料を含めて木地域の N.ρompiliusの形態や分布などについて本

格的な調査研究を行う予定である。
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Bull. Kanagawa pref. Mus., No. 19, March 1990 
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